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研 究 ノー ト

超 伝導 フ ォ トクニス研究 セ ンターの紹介

「超伝 導 フ ガ トニ クス研 究 セ ンター」 は平 成12年4月 に新 設 された 学 内共 同教 育研 究施 設 で あ る。 こ

の超伝 導 と光(フ ォ トニ クス)が 結 びつ い た変 わ った 名前 のセ ンターが で きたい きさつ につい て は、以

前 に低温 セ ン ター だ よ り「(No.113、2001年1月)に 少 し書 かせ てい た だい たが 、 ここで も う一 度 簡単

に紹 介 させ てい た だ く(図1参 照)。 この セ ン ターの ぐ もそ もの 起源 は、1980年 に設 立 された工 学 部 附

属 の超 電導 工学 実験 セ ンター(後 に超 伝導 工学 実験 セ ンター に改称)に 遡 る。 当時 、電気 工学 科 で超伝

導 に関わ る新 しい分 野 の開拓 を模 索 され て いた村上 吉 繁助 教授(当 時)が 、電気 工学 科 や応用 物理 学科

をは じめ とす る工学 部 の多 くの先 生方 の協 力 を得 て、超 伝 導マ グネ ッ トに よる電 力貯 蔵 を主 な 目的 とす

る同 セ ン ター を設立 され た。 このセ ンター は助 教授1の 小 さなセ ンター では あっ たが 、0.5MJパ ルス マ

グ ネ ッ トに よる電力 貯蔵 の研 究 で顕著 な成 果 をあ げ た。 このセ ンター は10年 の時 限付 の施 設で あ った の

で、1990年 に、高温 超伝 導 材料 の 開発 とエ レク トロニ クス応用 を目的 とす る教授1、 助教 授1の 「超伝

導エ レク トロニ クス研 究 セ ンター」 が新 設 され 、施設 が引 き継 が れた 。 この時 の学 内並 び に文 部省 との

交渉 は大 変 だ った よ うで 、設立 に至 るまで の過程 は 当時 のセ ンター長 であ った村 上先 生 か ら繰 り返 し聞

か され た。私 は 、1990年 のi2月 にこの セ ン ター の助教 授 に着任 し、高 温超伝 導 のエ レク トロニ クス応 用

の研 究 を始め た。 幸 い1995年 の6月 に、 高温 超伝 導体 に超 短光 パ ルス を照射 す る とテ ラヘ ルツ電磁 波 パ

ルス が空 中 に放 射 される新 しい現象 を発 見 する こ とがで き、 この研 究 が評価 されて 、現在 の超 伝 導 フ ォ.

トニ クス研 究 セ ン ター(10年 時 限、 教授2、 助 教授2、 助 手2、 外 国 人客員 教授1)の 新 設 に至 っ たわ

けで あ る。一
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本 セ ンターは、 超伝 導エ レク トロニ クス とオプ ト.エレ ク トロ ニ クスを融 合 した新 しい分 野 を開拓 す る

こ とを目的 としてお り、辻 セ ンター長 の も と、超 伝 導 フ ォ トニ ッ クデバ イス 開発 部 門(萩 行教 授 、谷 助

教授・長島助手)・超鱒 フ・.トニ・ク沸 テム開発部門(納 搬 村鋤 教授・」1曲助手)・及帆

額 部門である超鱒 フ赴 ヲ ク囲 開郷 門(外 国熔 鰍 授)か ら成り立・ている・損 につい

て は、本 年4月 の谷助 教授 の着 任 を もって 漸 く完 全 な体 制が 整 った。客員 部 門 につい て は、短期 では あっ

た が、 昨年 は ドイ ッ イエ ナ大 学 か らSeidel教 授 をお 迎 え した。 また 、小 さな セ ン ターで は カバ ーで き

な い部分 が あ るの で 、工学研 究 科 の佐 々木孝 友教授 、増原 宏教 授 、伊 瀬敏 史助 教授 、基礎 工 学研 究科 の

小 林 猛教授 、 及 び、理 学研 究科 の 山口兆 教授 を兼任教 官 と してお願 い してい る。以 前 の低温 セ ンターだ

よ りの記 事で は、 部 門が増 え たの に施設 の面 積 が基準 の3分 の1し か な い とい うこ とを述べ たが 、平 成

13年 度 の補正 予算 で新 しい建屋 が たつ こ とに なって お り、順 調 にいけ ば来年 末 に は竣工 す る予 定 で ある。

この ような発展 を遂 げた のは 、歴代 の超 伝導 エ レク トロニ クス研 究 セ ンター長 の舵 取 りと運 営委 員 や周

囲 の方 々の ご理解 、 そ して、 セ ンター に在籍 された 学生 た ちの熱心 な研 究 が あ ったれ ば こそで 、 この場

を借 りてお礼 申 し上 げた い。

セ ン ターで行 っ てい る研 究 の キー ワー ドは、・「超伝 導コ、 「超 高 速 光応 答」、 そ して、 「テ ラヘ ルツ波 」

で ある。セ ンター新 設 の きっか け とな った高 温超伝 導体 か らの光パ ル ス励起 テ ラヘ ル ツ波 放射 の研 究 は、

従 来 の イ ッ トリウム系 超伝 導体 か ら、 ビス マス系 、 タリ ウム系 へ と拡大 され、磁 場 印加 時 の共鳴 的 なテ

ラヘ ル ツ波放 射 な どの興味深 い結果 が得 られて い る。 また、超 伝導 体 だ けで な く、 マ ン ガン酸化物 をは

じめ とす る強相 関 電子 系か らのテ ラヘ ル ツ波 放射 現象 とその放 射特 性 の解 明の研 究 も進展 して いる。 こ

れ らの酸 化物系 だけ でな く、半 導体 表面 か らの放 射 で も、温度 に よる放 射極 性 の反 転や 室温 以上 で の放

射 強 度の増 大 な どの従 来 とは異 な る特性 も見 出 され てい る。 テ ラヘ ルッ波 その もの につ い ては 、最 近 、

欧 米 を 中 心 と し てTeravision(http://www.teravision.org/)やTHz-BRmGE

(http://www.frascati.enea.it/THz-BRIDGE/)な どの ビッグ プロ ジェ ク トが進 行 しつ つあ る。当 セ ンター

は テラヘ ル ツ波 の応 用研 究 に も力 を入 れてお り、世界 的 に見 て も有 数 の テラヘ ル ツ波 工 学研 究 の拠 点 と

な ってい る。現 在 、 テラヘ ル ッエ リプソ メ トリを始 め とす る新 しい テラヘ ル ツ分 光 法や イ メー ジ ング手

法 の 開発 とそ の物性 研究 、バ イオ、 産業へ の応 用 も進 め てい る。

国 立大 学 の独法 化 や21世 紀COEの 選 定 な ど、セ ン ター を取 り巻 く環境 は確 実 に変 わ りつつ あ り、新

しいセ ンター とい え ど もこの ま ま10年 の時 限 を迎 える こ とが で きるか どうか は定 か で は ない と思 わ れ

る。小 さなセ ンター はな くす るのが お上 の方針 ら しい との噂 も聞 こ えて くるの で、今 後 、 セ ンター を ど

の よう に運 営 した らよいか のお 知恵 を識 者の 方 々か ら拝 借 願 えれ ば幸 いで あ る。ヒ

用 語 説 明

「テ ラヘ ル ツ波 」

一 般 的 には、0.1-10THz(1THzは1012Hz)の 電磁 波 を指 し、従 来 は未 開拓 電磁 波領 域 と呼 ばれ、

基礎 的 な研 究 に留 まって いた。 しか し、1980年 代 に超 短 パ ルス レーザ ー を半導 体光 ス イ ッチ に照 射 し

てテ ラヘ ル ツ波 を放射 す る技 術 が 開発 され てか ら、産 業応 用 をも ターゲ ッ トに した研究 開発 が世 界 的

に進展 してい る。
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